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じ

學
　
界
　
展
　
望

デ
ン
マ
ー
ク
・
ソ
マ
ー
ー
ヤ
ン
・
キ
ヤ
ケ
ゴ
…
ア
協
會
の
現
況

…
1
（
＜
騨
訴
o
B
冨
蜘
窪
鑑
Q
o
念
塊
凄
惨
器
降
。
σ
q
舞
鼓
◎
。
o
冨
範
囲
）
。
け
一
U
翠
琴
弩
劉
Y
…

大

谷

長

沿

革

　
デ
ン
マ
…
ク
・
ソ
ェ
ー
ヤ
ン
・
キ
ヤ
ケ
ゴ
…
ア
協
會
が
螢
足
し
た
の
は
、

比
較
的
近
い
漫
表
に
於
て
で
あ
る
。
今
か
ら
ふ
⊥
年
程
前
の
一
九
四
八
年

五
耳
四
日
に
、
コ
ペ
ン
ハ
…
ゲ
ン
大
學
に
籍
を
持
つ
隠
々
が
中
心
と
な
っ

て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
キ
ヤ
ケ
ゴ
ー
ア
の
名
馬
が
近
隼
次
第
に
高

ま
っ
て
來
、
彼
の
著
作
の
醗
課
や
解
設
が
多
数
現
れ
、
學
識
者
で
あ
る
と

否
と
を
問
わ
ず
、
或
は
敬
震
に
、
或
は
恐
る
恐
る
、
或
は
時
に
は
好
奇
的

に
、
彼
の
作
品
に
向
わ
れ
る
事
が
多
く
な
っ
た
。
そ
の
間
、
人
々
の
内
に

感
じ
ら
れ
て
來
た
事
は
、
國
家
地
域
の
距
り
の
た
め
に
、
こ
の
哲
學
嚢
の

思
想
に
學
問
的
研
究
を
集
中
す
る
の
に
種
々
の
綱
限
を
受
け
、
或
は
妨
げ

ら
れ
る
不
便
が
あ
り
、
そ
し
て
彼
等
の
聞
に
共
懸
の
焦
鮎
を
持
つ
事
が
敏

け
て
い
る
憾
み
が
あ
る
と
い
う
事
だ
つ
た
。
他
方
、
人
々
は
彼
の
作
品
の

最
も
籍
し
い
研
究
結
果
を
手
の
履
く
厭
に
解
読
的
に
提
示
し
て
く
れ
る
一

般
的
な
勢
作
や
、
彼
の
著
作
の
注
羅
版
を
要
望
し
た
。
又
、
デ
ン
マ
ー
ク

國
内
に
あ
っ
て
も
、
講
義
や
研
究
集
幽
を
伸
張
し
、
こ
の
思
想
家
の
意
の

あ
る
所
を
關
明
す
る
よ
う
ア
レ
ン
ジ
す
る
事
が
提
議
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

よ
う
な
要
求
に
慮
ず
る
た
め
に
協
會
は
創
設
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
以
下

に
塾
べ
る
よ
う
な
種
々
の
講
演
や
、
信
頼
す
る
に
足
る
著
蓮
出
版
の
助
成

を
通
じ
、
又
全
世
界
に
わ
た
る
キ
ヤ
ケ
ゴ
ー
ア
の
友
人
蓮
と
の
接
鰯
を
企

圏
し
、
キ
ヤ
ケ
ゴ
…
ア
を
研
究
す
る
た
め
に
デ
ン
マ
…
ク
に
來
る
外
甥
研

究
者
を
指
導
案
内
す
る
な
ぞ
に
よ
っ
て
、
協
會
は
着
駅
大
き
な
役
割
を
果

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

機

構

　
先
づ
役
員
に
撃
て
は
、
曾
長
は
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
黒
榊
學
穫
組
織
棘

學
教
授
乞
電
鑓
．
G
Q
＄
ρ
副
業
長
は
望
薄
學
哲
學
科
デ
ン
マ
；
ク
文
學
教
授

閂
．
輯
．
切
謹
。
路
。
く
智
諺
。
園
ど
含
宮
田
に
キ
ヤ
ケ
ゴ
…
ア
家
の
後
膨
で
あ
る

9
親
囚
剛
。
陣
。
σ
q
舞
働
9
書
紀
に
同
大
學
紳
學
歩
速
敬
授
Z
姦
。
・
目
9
露
讐
℃

が
、
初
年
か
ら
任
命
さ
れ
て
居
り
、
そ
の
他
に
な
お
委
員
が
若
干
名
あ
る
、
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顔
ぶ
れ
は
漸
次
攣
っ
て
來
た
が
、
現
在
は
、
＜
霞
9
畠
O
ξ
韓
。
諺
魯
v
島
島
。
・
匿

G。

�
ｬ
〉
諺
。
匂
。
℃
宮
“
。
o
詳
O
器
σ
q
自
鼠
鉱
諺
宏
。
計
量
》
議
偽
O
ξ
響
。
諺
窪

の
請
込
で
あ
る
。
な
お
、
キ
ヤ
ケ
ゴ
ー
ア
研
究
並
び
に
普
及
の
功
に
よ
っ

て
デ
ン
マ
ー
ク
の
欝
位
男
嬢
傷
窪
既
O
鋤
き
。
導
。
σ
q
を
與
え
ら
れ
て
い
る

ア
メ
リ
カ
の
≦
或
＄
弓
び
。
≦
『
δ
師
は
、
唯
一
人
の
名
讐
會
員
と
し
て
こ

れ
ら
本
國
役
員
の
最
上
段
に
暴
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
目
立
つ
。

　
協
會
役
員
の
選
出
は
、
毎
年
一
月
に
開
催
さ
れ
る
糖
會
の
席
上
で
選
暴

さ
れ
る
が
、
又
、
協
會
の
行
う
行
事
や
そ
の
他
の
活
動
の
豫
定
も
そ
の
時

決
定
さ
れ
る
。
総
會
に
は
會
員
の
み
の
曇
霞
が
許
さ
れ
る
が
、
も
し
議
せ

ら
る
べ
き
提
案
が
會
員
惣
ら
に
あ
れ
ば
、
豫
め
文
書
で
乱
賊
に
邊
達
し
て

櫃
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
昨
年
の
総
會
で
は
型
の
如
き
縛
會
順
序
と
百
年
祭

國
際
群
議
の
報
告
以
外
に
別
に
昌
新
し
い
事
は
な
か
っ
た
。
総
會
の
後
で

講
演
が
行
わ
れ
る
の
が
署
し
で
、
之
に
は
一
般
の
人
の
聴
講
が
歯
種
さ
れ

る
が
、
ニ
ク
D
…
ナ
ー
が
徴
集
さ
れ
る
。
今
年
の
総
會
の
後
で
は
ヴ
ィ
ラ

…
ズ
・
ク
レ
ス
テ
ン
セ
ン
　
（
＜
簿
9
紆
○
騨
、
営
。
霧
。
郎
）
牧
薗
が
「
教
會
圏

璽
へ
の
ソ
ェ
ー
ヤ
ン
・
キ
ヤ
ケ
ゴ
ー
ア
の
諸
動
機
」
の
題
下
に
講
演
し
た
。

講
演
、
活
動

　
右
の
特
携
講
演
の
ほ
か
、
義
義
は
毎
年
春
と
秋
の
各
三
ケ
拷
の
問
に
、

各
三
回
程
の
講
演
會
を
催
し
、
謙
譲
以
外
の
一
般
聴
講
希
望
者
は
、
ニ
ク

ロ
…
ナ
ー
の
來
客
券
を
買
っ
て
聴
講
す
る
事
が
自
由
で
あ
る
。
試
み
に
一

九
五
五
年
の
秋
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
示
す
と
、

　
十
月
六
旨
、
「
キ
ヤ
ケ
ゴ
ー
ア
の
思
事
的
な
用
語
法
に
簸
て
」
ア
リ
ル
・

ク
レ
ス
テ
ン
セ
ン
（
》
造
儒
O
げ
馨
O
湧
9
）
警
士
。

デ
ン
マ
ー
ク
・
ソ
ェ
ー
ヤ
ン
・
キ
ヤ
ケ
ゴ
…
ア
協
愈
の
現
況

　
牽
月
露
七
田
、
　
「
賢
存
在
す
る
者
に
封
ず
る
爆
心
（
キ
ヤ
ケ
ゴ
ー
ア
に

於
け
る
蓮
設
と
オ
…
ル
セ
ン
・
ラ
ー
セ
ン
（
○
一
〇
〇
n
O
欝
　
い
ρ
『
o
q
O
潟
）
牧
師
。

　
十
一
月
十
日
、
　
「
ゴ
ル
ス
メ
ッ
ト
と
キ
ヤ
ケ
ゴ
…
ア
」
ヘ
ル
ウ
エ
・
ト

ル
ベ
ー
ヤ
（
属
6
蒔
⇔
日
O
凱
ぴ
巽
σ
奄
）
博
士
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
講
演
會
の
ほ
か
に
、
毎
年
誰
か
協
會
の
主
だ
つ
た
入

が
キ
ヤ
ケ
ゴ
ー
ア
の
著
作
の
一
つ
に
就
て
、
四
騒
程
の
蓮
績
講
義
を
や

る
、
例
え
ば
一
九
五
五
年
秋
に
は
ニ
ェ
ル
ス
・
ト
ゥ
ル
ス
ト
ル
プ
が
『
哲

學
的
断
片
』
を
や
っ
た
し
、
一
九
五
四
年
秋
に
は
ビ
レ
ス
コ
ウ
・
ヤ
ン
セ

ン
が
『
こ
れ
か
…
あ
れ
か
』
を
、
一
九
五
二
年
に
は
ソ
ニ
が
『
キ
リ
ス
ト

教
へ
の
訓
練
』
を
や
っ
た
。
熱
心
な
聴
講
者
は
テ
ク
ス
ト
を
持
参
す
る
が
、

そ
れ
が
要
求
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
、
然
し
、
年
輩
の
夫
婦
遽
れ
の
多
い

の
が
目
立
つ
聴
講
奢
は
、
多
く
熱
心
に
メ
モ
を
取
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

講
演
は
大
學
の
竃
。
霞
？
≧
鐸
舞
と
呼
ば
れ
る
建
物
の
講
義
室
で
、
夜
行

わ
れ
る
。

文
書
活
動

　
そ
の
最
初
に
暴
げ
る
べ
き
は
、
機
關
誌
の
螢
行
で
あ
る
。
一
九
四
五
年

に
第
一
壱
第
一
號
を
出
し
た
ク
ォ
…
タ
リ
ー
「
ソ
ェ
ー
ヤ
ン
・
キ
ヤ
ケ
ゴ

ー
ア
協
會
通
報
」
（
誕
Φ
象
。
姦
。
・
建
時
9
G
っ
魯
．
町
彫
。
鱒
。
σ
q
藍
鼠
。
。
。
募
拶
ぴ
2
）

に
は
、
研
究
論
文
、
書
評
、
情
報
雑
録
、
頻
ぼ
鋳
。
σ
q
写
象
ρ
霞
鋤
（
キ
ヤ
ケ
ゴ

ー
ア
關
誓
書
目
録
）
、
の
ほ
か
、
時
に
、
年
次
報
告
、
懸
賞
論
文
誤
字
、
等

が
牧
め
ら
れ
て
、
キ
ヤ
ケ
ゴ
ー
ア
研
究
者
達
の
間
に
大
き
な
影
響
と
足
跡

を
残
し
つ
つ
単
行
さ
れ
出
た
つ
た
が
、
一
九
五
五
年
三
月
の
第
五
巻
第
二

號
を
以
て
康
止
す
る
事
が
委
員
會
で
決
定
さ
れ
、
之
に
代
っ
て
、
年
報
の

七
九
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折
口
學
研
究
　
　
笛
叩
四
喜
六
十
號

「
キ
ヤ
ケ
ゴ
ー
イ
ア
ナ
」
（
餐
。
詩
。
σ
q
墨
a
冨
筍
）
が
蛮
刊
さ
れ
る
事
に
な

っ
た
。
前
の
「
通
報
」
の
方
に
は
、
一
九
五
〇
年
の
第
二
巻
第
二
號
に
、

孚
霞
一
郎
氏
の
論
文
．
q
名
碧
ゆ
巳
窓
。
詩
。
σ
q
舞
艮
、
、
が
出
て
い
た
ほ
か
、

最
終
春
の
一
九
五
五
年
第
五
釜
第
二
號
に
は
、
筆
者
が
ア
メ
リ
カ
の
キ
ヤ

ケ
ゴ
ー
ア
研
究
家
で
先
年
日
本
各
地
で
講
演
し
た
ハ
ワ
ー
ド
・
ジ
ョ
ン
ソ

ン
（
頴
。
ミ
ゆ
藁
匂
。
ぎ
8
窃
）
の
B
本
で
畿
刊
さ
れ
た
書
『
キ
ヤ
ケ
ゴ
…
ア

理
解
の
鍵
』
を
紹
介
し
た
論
文
．
、
目
簿
8
曾
9
δ
跡
8
餐
興
野
σ
q
き
a
、
、
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
　
「
通
報
」
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
デ
ン
マ
…
ク
で

も
も
は
や
手
に
入
れ
る
事
が
出
事
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
「
キ
ヤ
ケ
ゴ
ー
イ
ア
ナ
」
の
方
は
、
第
一
號
が
一
九
五
五
年
春
に
出
た

が
、
年
刊
と
な
っ
た
た
め
歯
数
も
ず
っ
と
殖
え
、
編
輯
主
籔
も
、
主
と
し

て
北
歓
語
に
よ
る
論
文
、
比
較
的
大
き
な
評
論
、
キ
ヤ
ケ
ゴ
…
ア
に
就
て

の
重
要
な
新
し
い
著
作
の
批
判
的
論
述
と
、
小
さ
い
書
評
や
ニ
ュ
…
ス
類

が
適
才
さ
れ
、
研
究
と
定
位
に
費
す
る
の
が
こ
の
出
版
の
翼
的
で
あ
る
、

と
い
う
事
の
み
が
歌
わ
れ
て
あ
っ
て
、
各
國
に
於
け
る
主
膿
的
な
研
究
の

進
ん
だ
今
日
の
状
況
を
背
景
に
し
て
、
　
「
通
報
偏
か
ら
の
大
き
な
脱
皮
と

進
展
が
う
か
が
わ
れ
る
。
「
キ
ヤ
ケ
ゴ
ー
イ
ア
ナ
偏
の
第
二
號
は
今
隼
門
前

に
出
た
が
、
筆
番
の
デ
ン
マ
ー
ク
語
に
よ
る
論
文
「
臼
本
に
於
け
る
キ
ヤ

ケ
ゴ
；
ア
研
究
の
歴
史
」
．
．
囚
け
鱒
。
σ
q
鋤
鴛
阜
あ
2
感
。
鍍
ず
碧
。
誌
。
一
語
℃
き
、
、

が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
か
ら
、
協
會
は
、
一
九
五
五
年
春
に
も
う
一
つ
贋
値
多
い
出
版
に

協
力
し
た
。
そ
れ
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
著
名
な
文
藝
誌
。
吾
謝
々
8
養
歪
ヨ

の
企
て
に
協
働
し
て
、
キ
ヤ
ケ
ゴ
ー
ア
記
念
號
ω
橘
完
黙
。
。
。
ぴ
昌
屡
。
爵
。
鵯
㍗

a
げ
箋
謹
を
出
版
し
た
事
で
、
撹
界
の
著
名
キ
ヤ
ケ
ゴ
ー
ア
學
者
の
殆

八
○

ん
ど
大
部
分
が
之
に
寄
稿
し
て
い
る
。
筆
者
も
　
．
．
ω
○
ヨ
象
ぼ
謎
　
接
。
三

器
。
詩
σ
σ
q
鎚
乙
．
。
・
ぎ
⇒
醇
寓
蜂
。
蔓
、
、
の
論
文
で
末
席
を
汚
し
て
い
る
。

　
な
お
こ
の
想
望
に
序
な
が
ら
附
加
え
て
焚
き
た
い
の
は
、
近
く
デ
ン
マ

ー
ク
S
・
K
・
協
會
の
下
で
登
刊
さ
れ
る
最
も
詳
し
い
キ
ヤ
ケ
ゴ
ー
ア
・

ビ
ブ
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
の
た
め
に
、
筆
者
は
デ
ン
マ
ー
ク
滞
在
混
同
協
會
の

要
垣
で
、
露
本
に
於
け
る
一
九
五
五
年
ま
で
の
關
係
書
籍
論
文
の
歎
文
課

リ
ス
ト
を
作
製
提
出
し
て
置
い
た
。
之
は
昭
和
三
十
年
十
月
の
「
理
想
扁

キ
ヤ
ケ
ゴ
ー
ア
特
輯
號
に
桝
田
氏
と
細
淵
氏
の
協
力
で
出
來
て
い
る
も
の

を
参
考
に
し
て
、
豊
春
自
身
の
リ
ス
ト
を
も
と
に
自
由
に
筆
を
取
っ
て
繹

出
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
断
っ
て
懸
き
た
い
。

　
協
會
は
、
機
關
誌
上
で
一
九
頭
○
年
以
來
既
に
四
回
に
わ
た
り
懸
賞
論

文
の
送
手
を
蛮
逃
し
て
一
般
の
慮
募
を
期
す
る
企
劃
を
や
っ
て
來
て
い

る
。
先
づ
最
近
の
課
題
例
を
暴
げ
る
と
、
一
九
五
四
年
度
は
「
ソ
甲
一
ー
ヤ

ン
・
キ
ヤ
ケ
ゴ
ー
ア
の
書
聖
の
研
究
を
求
む
」
で
、
キ
ヤ
ケ
ゴ
ー
ア
の
冨

葉
の
落
餌
的
な
本
質
的
側
面
で
も
い
い
し
、
彼
の
作
品
の
グ
ル
ー
プ
に
就

て
で
も
い
い
と
い
う
事
に
な
っ
て
い
た
。
又
、
一
九
五
五
年
度
の
は
、

「
『
後
書
』
に
到
る
そ
し
て
『
後
書
』
に
關
す
る
、
キ
ヤ
ケ
ゴ
ー
ア
に
於

け
る
倫
理
的
な
も
の
の
概
念
」
で
あ
る
。
規
定
を
見
る
と
、
こ
の
懸
賞
金

の
設
定
は
、
無
名
で
協
會
へ
贈
與
さ
れ
た
資
金
に
よ
っ
て
出
訴
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
無
名
の
人
と
い
う
の
は
護
者
の
御
想
像
に
任
せ
る

と
し
て
、
當
選
者
に
與
え
ら
れ
る
賞
金
は
一
千
ク
ロ
ー
ナ
…
（
一
ク
ロ
ー

ナ
…
は
約
五
二
圓
）
で
あ
る
、
然
し
千
三
の
會
貫
で
構
成
さ
れ
る
選
考
委

員
會
の
選
が
嚴
格
だ
と
い
う
の
は
從
來
か
ら
の
評
鋼
で
、
一
九
五
五
年
度

の
分
も
、
慮
昏
昏
晶
の
中
に
充
分
償
憾
の
あ
る
も
の
を
験
見
出
來
な
か
つ



157

た
と
い
う
結
論
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　
次
に
協
會
の
鵬
版
物
に
就
て
で
あ
る
が
、
之
に
は
現
在
二
懸
り
の
も
の

が
あ
る
。
一
つ
の
方
は
、
協
愈
が
特
に
興
味
あ
り
且
つ
有
霊
な
研
究
と
し

て
取
上
げ
る
も
の
の
叢
書
的
巌
版
で
あ
る
。
こ
の
方
は
今
ま
で
の
所
、
一

書
し
か
出
て
い
な
い
が
〉
餌
σ
q
Φ
諸
島
瓢
謬
窪
”
竃
。
昏
。
餌
簿
浅
野
。
ω
島
酔
亀

禁
剛
。
涛
。
σ
q
鐸
乙
ω
ε
象
霧
ぎ
Q
り
＄
謬
乱
言
斜
ユ
鋤
●
》
韻
剛
鴇
。
鼠
6
9
一
鍵
義
O
巽
南
巴

○。

ﾌ
く
醸
・
で
あ
る
。
之
は
元
來
、
一
九
四
四
年
に
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
學

が
「
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
誇
國
に
於
け
る
キ
ヤ
ケ
ゴ
…
ア
研
究
の
歴

史
」
と
い
う
課
題
の
懸
賞
論
文
を
募
集
し
た
時
に
、
オ
…
ウ
ェ
。
ヘ
ン
リ

ク
セ
ン
講
師
が
當
織
し
て
大
恥
か
ら
金
メ
ダ
ル
を
與
え
ら
れ
た
が
、
協
愈

が
之
を
取
上
げ
て
、
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
の
キ
ヤ
ケ
ゴ
ー
ア
研
究
の
方

法
と
成
果
を
ば
、
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
語
を
護
め
な
い
キ
ヤ
ケ
ゴ
ー
ア

愛
好
者
の
繁
い
範
圏
へ
知
ら
し
め
る
羅
的
で
、
英
課
し
て
出
版
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
出
版
に
は
菊
霧
ゲ
S
窮
8
窪
財
團
か
ら
の
支
援
が
あ
っ
た
。

序
な
が
ら
、
デ
ン
マ
ー
ク
に
は
科
學
振
興
と
援
助
を
主
目
的
に
設
立
さ
れ

て
い
る
幾
つ
か
の
財
團
、
基
金
が
あ
る
、
右
の
も
の
や
O
母
】
。
。
ぴ
窪
σ
q
財
團

な
ぞ
が
そ
れ
で
、
學
問
を
す
る
者
に
非
常
な
恩
恵
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
は

注
臼
さ
れ
る
。
な
お
、
協
會
は
一
九
四
九
年
に
、
顕
貴
露
9
暮
d
げ
ヨ
“
蒙
。

頃
敏
⑳
8
厳
君
鐵
。
跨
ユ
夙
く
露
ω
o
、
話
鐸
蒙
。
詩
δ
σ
q
器
a
に
封
し
、
そ
の
熟
蓮
し

た
硯
究
を
半
揚
し
て
賞
金
を
冷
え
て
い
る
。

　
協
會
の
も
う
一
つ
の
方
の
蹟
版
物
は
、
筆
者
が
別
の
所
で
紹
介
し
た
マ

ラ
ン
チ
ュ
ク
の
作
品
を
逡
べ
る
時
に
言
及
し
た
「
ソ
ェ
ー
ヤ
ン
・
キ
ヤ
ケ

ゴ
ー
ア
普
及
叢
書
」
（
○
。
葺
窪
薩
冨
葵
。
鈴
鈴
弩
鳥
　
ω
包
。
。
貯
び
。
齢
。
。
勺
。
℃
包
8
器

の
ぎ
漆
興
）
　
で
あ
る
。
　
こ
の
方
は
今
ま
で
に
五
釜
を
数
え
て
い
る
。
マ
ラ

デ
ン
マ
…
ク
・
ソ
ェ
…
ヤ
ン
・
キ
ヤ
ケ
ゴ
…
ア
協
會
の
現
況

ン
チ
．
一
ク
（
Q
・
㌶
巴
鋤
三
。
。
。
ぎ
瞠
）
の
二
形
（
『
S
・
キ
ヤ
ケ
ゴ
…
ア
の
著

作
入
門
』
、
『
S
・
キ
ヤ
ケ
ゴ
ー
ア
の
教
會
攻
撃
』
一
後
者
は
ソ
ヱ
の
論

文
『
S
。
キ
ヤ
ケ
ゴ
ー
ア
と
教
會
閣
争
隔
と
合
本
に
な
っ
て
い
る
）
の
外

に
、
第
一
巻
は
ビ
レ
ス
コ
ウ
・
ヤ
ン
セ
ン
『
我
々
は
如
何
に
ソ
エ
ー
ヤ

ン
。
キ
ヤ
ケ
ゴ
…
ア
を
學
ぶ
べ
き
か
』
、
ソ
ェ
『
主
膿
性
が
旗
理
で
あ
る
』

の
爾
論
文
か
ら
成
っ
て
居
り
、
第
二
轡
は
ホ
…
・
ロ
オ
ス
（
頴
・
菊
0
9
）
著

『
ソ
ェ
ー
ヤ
ン
・
キ
ヤ
ケ
ゴ
ー
ア
と
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
』
、
第
四
轡
は
ヴ
ィ
ラ

ー
ズ
・
ク
レ
ス
テ
ン
セ
ン
著
『
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
ソ
ェ
ー
ヤ
ン
・
キ
ヤ
ケ

ゴ
ー
ア
の
道
』
で
あ
る
。

　
な
お
右
の
ほ
か
に
、
協
會
の
協
力
の
下
に
出
版
が
進
め
ら
れ
て
い
る
キ

ヤ
ケ
ゴ
ー
ア
濁
逸
羅
全
集
の
あ
る
事
が
忘
れ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ヒ
ル

シ
ュ
課
に
劣
ら
な
い
立
派
さ
で
着
簑
に
二
轡
を
出
版
し
て
來
た
。
各
轡
に

集
め
ら
れ
て
い
る
作
品
の
内
容
が
ヒ
ル
シ
ュ
版
の
よ
う
な
年
代
願
に
よ
る

の
で
な
く
、
内
容
的
な
關
連
を
主
に
し
て
い
る
の
が
特
色
で
あ
る
。
一
九

五
一
隼
に
出
た
第
一
巷
に
は
『
キ
リ
ス
ト
致
へ
の
調
練
』
、
『
二
つ
の
倫
理

的
－
宗
教
的
小
論
』
、
『
ア
ズ
ラ
ー
の
書
』
を
含
み
、
昨
年
末
に
出
た
第
二
轡

は
『
死
に
至
る
病
』
、
『
畏
れ
と
職
き
』
、
『
受
取
り
直
し
』
、
『
不
安
の
概
念
』

を
含
む
。
第
三
轡
は
『
哲
學
的
断
片
』
、
『
畢
問
は
ず
れ
な
後
書
』
を
含
み
、

一
九
四
九
年
に
出
版
さ
れ
る
。
練
熟
の
編
輯
主
任
は
芝
鉱
§
閃
婁
教
授

と
踏
鍵
ヨ
国
導
鷺
。
欝
教
授
で
あ
る
が
、
多
く
の
デ
ン
マ
ー
ク
入
、
ド
イ

ツ
人
の
畢
春
の
共
謬
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
属
憲
ω
↓
び
発
議
霞
壱

の
「
こ
れ
ま
で
の
中
で
最
も
よ
い
註
」
　
（
ウ
ォ
ル
タ
ー
。
ラ
ゥ
リ
ー
）
が

附
け
ら
れ
て
い
る
。
出
版
所
は
ス
イ
ス
の
カ
ト
リ
ッ
ク
出
版
就
’
闘
ぎ
ぴ

譲
。
撃
興
で
あ
る
。
こ
の
方
の
翁
忌
者
に
一
名
の
女
性
菊
。
。
・
。
欝
p
嵩

八
一
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哲
墨
・
研
究
　

紳弟

l
百
六
・
で
號

ぴ
忘
σ
q
弩
毛
が
加
わ
っ
て
い
る
の
は
ヒ
ル
シ
ュ
版
に
〉
嵩
§
凄
三
。
・
窪
が
繹

者
と
し
て
入
っ
た
（
ヒ
ル
シ
ュ
の
失
明
の
た
め
）
の
と
封
照
的
で
あ
る
。

な
お
、
ト
ゥ
ル
ス
ト
ル
プ
は
今
年
四
月
、
　
『
後
書
』
出
版
（
之
は
右
の
猫

鐸
噸
．
後
書
』
で
は
な
く
、
デ
ン
マ
ー
ク
語
の
註
入
り
テ
ク
ス
ト
）
の
た
め

デ
ン
マ
ー
ク
政
府
の
科
學
財
團
か
ら
一
眼
●
δ
O
ξ
。
を
與
え
ら
れ
た
の
は
、

筆
者
が
同
じ
書
の
寒
釣
を
抱
い
た
ま
ま
何
年
経
っ
て
も
細
の
瞬
を
児
な
い

の
を
考
え
て
、
羨
し
い
掌
り
で
あ
る
。

　
私
は
右
に
デ
ン
マ
ー
ク
・
S
・
K
・
協
會
の
活
動
全
般
に
わ
た
っ
て
蓮

べ
て
來
た
が
、
過
ぐ
る
一
九
五
五
年
の
キ
ヤ
ケ
ゴ
ー
ア
薔
年
祭
窓
際
會
議

の
主
催
に
當
っ
て
協
曾
の
果
し
た
役
割
は
、
そ
の
最
も
大
き
な
章
動
を
示

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
全
て
の
活
動
に
於
て
、
そ
の
實
際

の
事
務
出
端
に
多
忙
な
働
き
を
し
て
い
る
の
は
、
協
愈
の
書
紀
で
あ
り
、

大
豪
の
助
教
授
で
あ
る
と
共
に
、
麿
能
な
キ
ヤ
ケ
ゴ
…
ア
學
者
で
あ
る
ニ

ェ
ス
・
ト
ゥ
ル
ス
ト
ル
プ
（
Z
凶
。
冴
洞
ε
洋
琴
℃
）
で
、
彼
は
私
が
彼
の
家

を
訪
れ
る
毎
に
、
机
上
に
編
ま
れ
た
各
地
か
ら
の
山
の
よ
う
な
未
整
理
の

協
會
宛
の
手
紙
を
私
に
示
し
た
も
の
だ
っ
た
。
彼
の
活
動
は
そ
の
ほ
か
に

も
、
挑
ま
な
く
瓶
聞
や
雑
誌
に
貴
重
な
論
文
を
寄
稿
し
績
け
て
い
る
し
、

又
、
協
會
の
依
囑
に
よ
っ
て
彼
が
出
版
し
た
キ
ヤ
ケ
ゴ
…
ア
に
關
す
る
手

紙
と
諸
記
録
の
完
全
な
註
羅
附
き
の
版
は
、
近
來
に
於
け
る
最
も
重
要
な

キ
ヤ
ケ
ゴ
ー
ア
文
献
で
あ
り
、
又
同
様
彼
の
幽
回
し
た
詳
細
な
解
設
と
註

附
き
の
キ
ヤ
ケ
ゴ
ー
ア
諸
著
作
テ
キ
ス
ト
の
最
劾
の
巻
（
『
糞
蝿
的
断
片
』
）

は
、
デ
ン
マ
…
ク
護
書
下
に
封
し
て
の
み
な
ら
ず
、
廣
く
キ
ヤ
ケ
ゴ
ー
ア

を
猿
典
に
よ
っ
て
研
究
せ
ん
と
す
る
入
費
に
封
し
て
、
大
き
な
…
礪
智
と
な

っ
て
い
る
。
彼
の
夫
人
竃
錠
器
円
ぎ
剛
弩
二
℃
は
又
チ
ェ
ッ
コ
飛
入
ロ
バ
キ

八
二

ア
幽
の
才
媛
で
、
私
に
は
大
恥
よ
く
分
る
短
年
欝
の
間
に
マ
ス
タ
ー
し
た

外
國
人
の
デ
ン
マ
ー
ク
語
で
し
か
話
さ
な
か
っ
た
が
、
佛
濁
語
が
自
由
で

今
や
キ
ヤ
ケ
ゴ
ー
ア
に
關
す
る
論
文
に
書
評
に
、
縦
横
の
活
躍
を
し
て
い

る
。
内
助
の
功
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
　
（
本
稿
は
、
　
一
九
五
七
年
八
難
に

書
か
れ
た
が
、
電
撃
の
機
蓮
に
警
ま
れ
ず
に
過
ぎ
た
。
以
來
今
日
ま
で
に
、

右
の
「
S
・
K
・
普
及
叢
書
」
は
更
に
再
編
を
加
え
た
　
　
カ
…
ル
・
サ

ガ
ウ
（
O
”
臣
留
σ
q
鎚
）
著
儲
、
責
め
あ
り
ゃ
－
費
め
な
き
や
』
、
ヴ
ィ
ラ
ー

ズ
・
ク
レ
ス
テ
ン
セ
ン
著
『
教
子
翻
争
へ
の
ソ
ェ
ー
ヤ
ン
。
キ
ヤ
ケ
ゴ
…

ア
の
諸
動
機
』
旨
し
、
協
會
版
の
猫
課
全
集
第
三
轡
も
出
版
さ
れ
た
。

毎
年
五
月
五
日
の
キ
ヤ
ケ
ゴ
！
ア
の
誕
生
日
に
鼠
賊
が
主
催
す
る
懇
親
の

集
會
（
又
は
小
汁
行
）
は
、
今
年
は
フ
レ
ズ
レ
グ
ス
ベ
…
ヤ
公
園
に
あ
っ

て
妙
な
お
そ
の
か
み
の
薦
影
を
傳
え
て
い
る
所
の
、
キ
ヤ
ケ
ゴ
…
ア
の
愛

し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
』
霧
芝
に
於
て
行
わ
れ
た
と
の
報
に
接
し
、
箪
者
は
回

覧
の
念
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
。
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
了
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
筆
者
　
大
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